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第６学年 社会科 学習指導案 

                            

１．小単元名『武士の政治が始まる』 

（教科書：『小学社会６上』p.38～46／学習指導要領：内容（１）ウ） 

 

２．小単元の目標 

   武士のくらし，源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いとそれらにかかわる人物の働きにつ

いて関心をもち，意欲的に調べることを通して，貴族に代わって武士による政治が始まったことや

人物の願いを理解できるようにする。 

 

３．小単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

武士のくらし，源平の

戦い，鎌倉幕府の始ま

り，元との戦いとそれら

にかかわる人物の働き

について関心をもち，意

欲的に調べたり考えた

りしようとしている。 

 武士による政治をめ

ざした人物の願いや働

きを考えるとともに，元

寇後，ご恩と奉公の関係

が崩れ鎌倉幕府は倒さ

れたにもかかわらず，な

ぜ武士の政治は続いた

のかを考え，根拠をもっ

て説明している。 

武士の政治の始まり

について，年表や地図，

文化財や資料などを活

用して必要な情報を収

集し，ノートなどにわか

りやすくまとめようと

している。 

武士がおこり，貴族に

代わって力をつけてき

たこと，平家を滅ぼした

源頼朝が鎌倉に幕府を

開き，武士がより勢力を

もつようになったこと，

元との戦いが鎌倉幕府

に大きな影響を及ぼし

たことなどを理解して

いる。 

 

４．指導にあたって 

（１）児童の実態 

   校区である には，阿波史跡公園や考古資料館，国分寺を含む四国八十八ヶ所のうち

四ヶ寺，源平合戦の史跡などがあり，歴史の息づく町である。本学級の児童は，火起こし体験や勾

玉作り，古墳見学などの体験学習や調べ学習に意欲的に取り組み，歴史への興味・関心も高い。 

そこでさらに歴史的事象に興味をもち，学習問題を解決するために，想像図・地図・年表・肖像

画・逸話などのいろいろな資料を意欲的に調べ，理解したことをわかりやすく表現させたい。また，

歴史上の人物について，その思いや業績を知り，その人物の活躍によって時代がどのように変化し

たかを考えることで，子どもたちが共感的に理解を深めたり，国や郷土に愛着をもったりすること

につなげていきたいと考える。 

 

（２）教材について 

   本小単元では，武士のおこりから，源平の戦い・鎌倉幕府の始まり・元との戦いについて調べ，

天皇を中心とした政治から，武士による政治が始まったことを理解させることをねらいとしている。
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したがって，武士が行おうとしたのはどのような政治だったのかを，人物の願いや働きに焦点をあ

てて考えさせていく必要があると考える。 

鎌倉幕府はご恩と奉公による政治体制が確立しつつあったにもかかわらず，元寇によって大きく

揺らぐ。肥後国の竹崎季長は懸命に働いたのに恩賞をもらえず，幕府に訴えに行く。恩賞を求める

竹崎季長と御恩奉行安達泰盛との絵図から二人の主張を考え，話し合う中で鎌倉幕府の政治体制に

ついて考える。そして，幕府は衰退していくがその後も武士の時代が続いていくことを年表からと

らえ，貴族の政治ではないものを人々が求め，それを実現しようとした武士が時代を変えたことを

理解させたい。 

 

（３）指導上の工夫・留意点 

   本小単元においても，効果的な資料の提示は重要である。貴族の屋敷と武士の館の想像図，源平

の戦いや『蒙古襲来絵詞』などの絵図，モンゴルや元軍の進路を表す地図などを比較したり，読み

取ったりすることにより，理解を深めることができる。また，関係図にまとめたり改めて問い直す

場面を設定したりし，それを構造的な板書に表すことにより，児童の思考を整理・深化させ，中心

概念の可視化を図りたい。 

 

５．小単元の指導計画（総時数７時間） 

時 ねらい ○学習活動 ・内容 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

①
（
学
習
問
題
を
つ
く
る
） 

武士の生活の様

子，武士と貴族の

違いに着目して，

自分なりの疑問

をもとにした学

習問題をつくる

とともに，調べて

いこうとする意

欲をもつ。 

○武士の館と貴族の屋敷の想像図を比較

して，違いに気づく。 

○自分の疑問を整理する。 

○グループごとに整理し，学級全体で学習  

問題をつくる。 

 

 

 

◎武士の館（教科書６上 p.38

～39）と貴族の屋敷（同 p.32）

の想像図 

◇武士の生活と貴族の生活を

わかりやすく比較できるよ

うに，比較する視点を与え

る。 

 

◆武士の政治について関心を

もち，自分なりの問題意識を

もとに，学習への意欲をもっ

ている。 

（関・意・態／発言） 

貴族に代わって，武士はどのような政

治を行おうとしたのだろう。 
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②
（
予
想
・
計
画
） 

武士の世の中は

どんな時代だっ

たか予想し，調べ

る計画を立てる。 

○前時につくった学習問題を確認し，自分

なりの予想を立てる。 

○個々の予想をグループごとに話し合い，

調べていくポイントを整理する。 

 ・なぜ武力が必要だったのか。 

 ・平清盛はどんな政治をしたのか。 

・源平合戦はどんな戦いだったのか。 

・源頼朝はどんな政治をしたのか。 

・元寇とは何か。 

・貴族の政治との違いは何か。 

◎教科書・資料集 

◇発問を工夫したり，資料を提

示したりすることで，予想し

たり調べる方法を考えたり

できるようにする。 

 

◆自分なりの予想を立て，それ

らについて確かめるための

方法を考えている。 

（関・意・態／発言） 

③
（
調
べ
る
） 

平清盛の政治や

源氏と平氏の戦

いについて調べ，

武士がどのよう

にして力をもつ

ようになったか

まとめる。 

○朝廷や貴族の争いの中で，武士が力をつ

けていったことを理解する。 

○平清盛は武士なのに貴族のような政治

を行ったために不満が高まり，源平合戦

が起こったことを調べ，まとめる。 

○源頼朝は弟の義経の活躍もあり，ついに

平氏を滅ぼしたことをまとめる。 

 

◎教科書６上 p.40，41 の肖像

画や源平合戦の絵図，経路図 

◎資料集・パンフレットなど 

◇絵図や地図などの資料を提

示することにより，興味・関

心を高めることができるよ

うにする。 

◆平氏の隆盛から源平の戦い

について調べることを通し

て，武士が力をつけていった

経緯を理解している。 

（技・知・理／発言・ノート） 

④
（
調
べ
る
） 

源頼朝はどのよ

うに武士を従え

ていったか調べ

まとめる。 

○鎌倉に幕府を開いたのは，敵から攻めら

れにくい地形で，朝廷の影響を受けにく

い場所だったからであることを理解す

る。 

○幕府と御家人は，ご恩と奉公の関係で強

く結ばれ，「いざ鎌倉」という言葉にも

その関係が表れていることを理解する。 

○御成敗式目を制定したり，各地に守護や

地頭をおいたりして，全国に支配を広

げ，朝廷を破ったことで武士による政治

が強まったことを理解する。 

◎教科書６上 p.42，43 の鎌倉

の地形図や肖像画，ご恩と奉

公の関係図 

◎資料集など 

◇鎌倉の地図やご恩と奉公の

関係図，政子の訴えなどの資

料を提示することにより，鎌

倉幕府のしくみについて理

解することができるように

する。 

◆鎌倉幕府がご恩と奉公の関

係で武士を従えていたこと

や幕府のしくみなどを理解

している。 

（知・理／発言・ノート） 
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⑤
（
調
べ
る
） 

元との戦いにつ

いて調べ，鎌倉幕

府にどのような

影響を与えたか

調べまとめる。 

○元と幕府の兵法の違いを『蒙古襲来絵

詞』から読み取る。 

○２回目の襲来に備えて防塁を造成する

など，元との戦いが幕府に大きな影響を

与えたことを理解する。 

○苦戦を強いられながらも幕府のために

戦ったのに，新しい領地がもらえず武士

たちの不満が高まっていったことを理

解する。 

◎教科書６上 p.44，45 の元の

地図，『蒙古襲来絵詞』，防塁

の写真 

◎資料集など 

◇絵図や地図を提示すること

により，元の規模や兵法の違

いを考えさせ，命がけで戦っ

たにもかかわらず，恩賞をも

らえなかった武士の不満を

理解することができるよう

にする。 

◆元との戦いで武士たちは幕

府のために戦い抜いたこと

や，幕府は恩賞を与えること

ができず武士たちが不満を

もったことを理解している。 

（知・理／発言・ノート） 

 

⑥
（
確
か
め
る
）【
本
時
】 

鎌倉幕府は倒れ

たのに，なぜ武士

の政治が続いた

のかを考えるこ

とを通して，武士

がご恩と奉公の

関係や政治のし

くみを整え，武士

による新たな政

治を始めたこと

について理解を

深めることがで

きる。 

○竹崎季長と幕府のやりとりをロールプ

レイすることにより，元寇によって武士

の不満が高まり，鎌倉幕府が倒れたこと

を理解する。 

○藤原道長・平清盛・源頼朝の政治を比較

し，平氏は貴族のような政治をしたから

源氏に滅ぼされたものの，武士が力をつ

け，源頼朝が政治のしくみをつくり，江

戸時代まで続く武士の政治が始まった

ことを理解する。 

◎幕府に直訴する竹崎季長の

絵図 

◎ご恩と奉公の関係図・肖像

画・年表・資料集など 

◇幕府と武士の二つの立場で

話し合う場面を設定するこ

とにより，ご恩と奉公の関係

が崩れたことを理解できる

ようにする。 

◇貴族と武士の世の中を，観点

別に比較できるように板書

を工夫する。 

◆貴族に代わって武士による

政治が始まったことについ

て理解を深めている。 

（知・理／ワークシート） 
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⑦
（
広
げ
る
） 

武士の時代が長

く続くためには，

どんなことが必

要なのか考える。 

○元寇のために，主従関係が崩れ鎌倉幕府

は倒れたが，この後，武士の時代が長く

続くためにはどんなことが必要なのか

考える。 

◎これまでの資料・ノート・年

表・教科書・資料集など 

◇年表などを提示し，これから

の武士の政治について考え

ることができるようにする。 

◆今までの学習から，武士の政

治のあり方を考えている。 

（思・判・表／発言・ノート） 

 

６．本時の指導（第６時） 

（１）本時のねらい 

   鎌倉幕府は滅びたのに，なぜ武士の世の中が続いたのかを考えることを通して，武士がご恩と奉

公の関係や政治のしくみを整え，貴族に代わって武士による政治を始めたことについて理解を深め

ることができるようにする。 

    

（２）本時の展開 

時配 ○学習活動 T：発問 C：児童の反応 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

15 ○前時までの学習をふり返り，元寇によって幕府と武士の

関係がどのようになったかについて考える。 

T：貴族に代わって武士が政治を行ってきましたね。元寇

の際，幕府や御家人たちはどうしたでしょう。 

C：幕府は，御家人たちを九州に集めて，元軍と戦った。

また，２回目の攻撃に備えて，防塁を築かせた。 

C：御家人たちは，「てつはう」等の新兵器や集団戦法に苦

戦しながらも，幕府のために命がけで戦った。 

C：２回とも暴風雨のために元軍は引きあげたが，御家人

たちは幕府から恩賞をもらえなかった。 

T：ここに，竹崎季長が幕府に恩賞をもらえるように訴え

ている絵図があります。幕府と御家人の立場で話し合っ

てみましょう。 

C：（御家人の立場）命をかけて元軍と戦ったのに…何でも

いいから恩賞をください。 

C：（幕府の立場）元軍と戦っても新しい土地は得られなか

ったのだから，恩賞は与えられない。 

C：戦いのために多くのお金や労力も使ったのだから，恩

賞をもらうのは当たり前だ。 

C：幕府もどうにかしたいができない。ご恩と奉公の関係

が崩れてしまうことになる。 

◎『蒙古襲来絵詞』，防塁などの写

真，ノート 

◇前時までの学習を想起させるこ

とにより，本時のめあてをつか

むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

◎竹崎季長と御恩奉行・安達泰盛

の絵図 

◎ご恩と奉公の関係図 

 

◇幕府と御家人の両者の立場で考

えさせたり，ご恩と奉公の関係

図を示したりすることにより，

ご恩と奉公の関係が元寇により

成り立たなくなり，鎌倉幕府が

衰退していったことを理解でき

るようにする。 



6 

 

 T：御家人たちの不満が大きくなり，ついに鎌倉幕府は滅

びてしまいます。 
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○鎌倉幕府は滅びたのに，なぜ貴族の世の中に戻らず，武

士の世の中が続いていくのか考える。 

T：年表を見てみましょう。貴族に代わり政治を行ってき

た武士だけど，鎌倉幕府はうまくいきませんでした。で

もなぜ，この後も武士の政治は続いていくのでしょう。

貴族の世の中と武士の世の中を比べて考えましょう。 

 

 

 

○自分の意見をワークシートに書き，話し合う。 

T：なぜ，武士の政治が続いていくのか話し合いましょう。 

C：平清盛は武士なのに，勢力をもってからは藤原道長の

ように娘を天皇の后にしたり，身内を役職にとりたてた

りして貴族のような政治になったから，源氏に滅ぼされ

た。貴族の政治は一部の人のみが優遇されていたので，

武士による政治の方がよかったのだと思う。 

C：源頼朝は朝廷と離れた所で武士による政治を行ったた

め，影響を受けなかったのも，長く続いた理由だと思う。 

C：貴族の世の中では，有力な貴族は都で大きな寝殿造の

屋敷に住み，華やかな生活をしていたが，地方の農民は

重い税のために苦しい生活を強いられていた。武士の世

の中では，武士は質素な館に住み，自給自足の生活をし

ていたから，農民にとっては武士の政治の方がよかった

のではないか。 

C：貴族の世の中は天皇が中心になって政治を行っていた

が，武士の世の中は，将軍が幕府を開いて政治を行って

いて，幕府と武士はご恩と奉公の関係で結ばれていた。

この関係があったから，元寇の時も全国の武士たちの力

を集めることができた。貴族の世の中だと負けていたか

もしれないと思う。 

C：武士は中央や地方の政治のしくみを整えたり，御成敗

式目を定めたりしたから，続いていくのだと思う。 

C：武力で政治を行う時代になったから，力のある武士が

政治を続けていくと思う。 

T：貴族に代わって，武士はご恩と奉公の関係や政治のし

くみを整えたから，武士の政治が続いていくんですね。 

 

 

◎教室に掲示してある年表 

 

 

 

 

 

 

◇ワークシート 

 

◎貴族と武士の世の中を観点別に

比較しやすいようにした板書 

◎藤原道長・平清盛・源頼朝の肖

像画 

 

◇前の単元で既習した貴族の世の

中と，本単元の武士の世の中と

の比較ができるような板書を工

夫することにより，武士がご恩

と奉公の関係や政治のしくみを

整えたことで，貴族に代わって

武士の政治が始まったことを理

解できるようにする。 

鎌倉幕府は滅びたのに，なぜ武士の政治が続いていく

のだろう。 
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○キーワードを示したワークシートを使い，本時のまとめ

をする。 

T：今日のキーワードは，「貴族」「武士」「新しい時代」で

す。この三つのキーワードを入れて，ふり返りを書きま

しょう。 

C：平氏や源氏は貴族に代わり，武士による政治をめざし，

新しい時代を開いた。 

C：貴族に代わって政治を行った武士は，ご恩と奉公の関

係や政治のしくみを整えた。このしくみがしっかりして

いたので，武士が築いた新しい時代は長く続いていった

と思う。 

C：元寇によって鎌倉幕府は滅びたが，武士が力で治める

新しい時代となったから，貴族の世の中には戻らなかっ

た。 

 

◎キーワードを示したワークシー

ト 

◇キーワードを示すことにより，

貴族に代わって武士による政治

が始まったことについて，まと

めることができるようにする。 

  

◆貴族の政治に代わって，武士に

よる政治が始まったことについ

て，理解を深めている。 

（知・理／ワークシート） 

 


